
1
N
H
K
に
ょ
る
海
外
放
送
機
関
の
組
織
化
1

一
九
六
四
年
一
 
0
月
、
東
京
で
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
戦
後
日
本
社
会

に
と
っ
て
の
意
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
体
験
の
あ
り
方
に
着
目
し
た
研

(
】
〕

究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
が
一
様
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
国
内
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
感
情
を

喚
起
さ
せ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
、
日
本
の
国
力
を
対
外
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
た
だ
国
内
で
盛
り
上
が

る
だ
け
で
は
な
く
、
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
技
術
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

一
は
じ
め
に

.

テ
レ
ビ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
一
九
六
四
年
東
京
オ

浜
田
幸
絵

勿
論
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
一
九
六
四
年
以
前
も
常
に
新
し
い
通

信
技
術
に
ょ
っ
て
報
道
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
の
技
術
的
革
新
に
ょ

つ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
世
界
的
な
規
模
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
報
道
が

可
能
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お

い
て
、
で
き
る
限
り
多
く
の
国
で
い
ち
早
く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放

送
を
実
現
す
る
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
の
至
上
課
題
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
レ
ビ
・
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
日
本
が
ど
の
よ
う
に
組
織
し
よ
う

と
し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
像
の
形
態
や
流
通
経
路
は
、
日
本
側
の
意
図
だ
け

で
決
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
委
員
会
(
1

O
C
)
や
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
の
複
雑
な
関
係
の
影
響
も
あ
っ
た
。
こ

リグ
ンロ

ピ1
ツバ

クル
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の
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
実
施
主
体
で

あ
っ
た
日
本
放
送
協
会
(
N
H
K
)
に
ょ
る
海
外
放
送
機
関
の
組
織

化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
ま
で
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
放

送
を
可
能
に
す
る
基
礎
的
条
件
が
ど
の
程
度
整
っ
て
い
た
の
か
を
確

認
し
て
お
こ
う
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
0
年

代
半
ぱ
は
、
情
報
や
ニ
ユ
ー
ス
の
流
れ
を
国
際
化
さ
せ
る
放
送
技
術

が
実
用
化
し
つ
つ
ぁ
り
、
そ
の
技
術
を
活
用
す
る
た
め
の
社
会
的
仕

組
み
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
関
し
て
人
び
と
が
理
想
を
語
り
あ
っ
た

時
代
だ
っ
た
。

第
一
に
、
技
術
面
で
は
、
大
陸
を
横
断
す
る
テ
レ
ビ
の
国
際
中
継

が
可
能
と
な
っ
て
い
た
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
ょ
っ

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
レ
ッ
ジ
(
地
球
村
)
」
が
出
現
す
る
と
い
う

議
論
を
展
開
し
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
小
ノ
し
前
で
あ

{
3る

。
情
報
や
ニ
ユ
ー
ス
の
国
際
化
は
、
人
工
衛
星
の
登
場
に
ょ
っ
て

〔
3
)

質
的
に
大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。
人

工
衛
星
に
ょ
る
中
継
が
最
初
に
成
功
し
た
の
は
、
一
九
六
二
年
七
月
、

テ
ル
ス
タ
ー
に
ょ
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
テ
レ
ビ
中
継

で
あ
る
。
一
九
六
三
年
三
月
に
は
、
り
レ
ー
ニ
号
を
使
っ
て
日
米

間
で
中
継
実
験
が
行
わ
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
暗
殺
の
ニ
ユ
ー
ス

二
一
九
六
0
年
代
半
ば
の
情
報
三
ユ
ー
ス
の
国
際
化

が
、
日
本
の
各
家
庭
の
テ
レ
ビ
に
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
た
。

第
二
に
、
組
織
面
で
も
、
各
地
域
で
放
送
の
国
際
組
織
の
組
織
化

が
進
み
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
主
導
で
ニ
ユ
ー
ス
交
換
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
の
代
表
的
な
放
送
の
国
際
組
織
と
し

て
し
て
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
送
機
関
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
放
送
連
盟
(
E
B
U
)
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
送
機
関
を
中
心
と

し
た
国
際
放
送
機
構
(
0
1
R
T
)
が
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
国
際
中
継

を
行
う
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
 
E
B
U
は
一
九
五
四
年
六
月
に
ユ
ー
ロ

ビ
ジ
ョ
ン
を
、
 
0
1
R
T
は
一
九
六
0
年
二
月
に
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ

(
4
)

ン
を
そ
れ
ぞ
れ
発
足
さ
せ
た
。

E
B
U
も
0
1
R
T
も
、
基
本
的
に
は
、
加
盟
国
内
で
情
報
番
組

の
交
換
を
行
っ
て
い
た
が
、
加
盟
国
外
と
も
連
携
し
て
い
た
。
 
E
B

U
に
は
、
準
会
員
と
し
て
一
九
六
四
年
ご
一
月
時
点
で
他
地
域
の
二

九
力
国
四
0
放
送
団
体
が
加
盟
 
0
1
R
T
に
も
、
中
国
、
北
朝
鮮
、

モ
ン
ゴ
ル
、
北
べ
ト
ナ
ム
、
ア
ラ
ブ
連
△
口
、
キ
ユ
ー
バ
等
の
放
送
団

体
が
加
盟
し
て
い
た
。
二
つ
の
組
織
の
存
在
は
冷
戦
構
造
を
反
映
し

(
5
)

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
立
後
、
ユ
ー
ロ
ビ

ジ
ョ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
相
互
中
継
も
活
発
に
行
わ
れ
た
。

一
九
六
四
年
度
上
半
期
の
相
互
中
継
番
組
数
は
、
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
へ
一
 
0
八
、
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

(
6
)

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
へ
四
四
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
0
年
代
初
頭
に
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
り
力
に
も
放
送
の
国
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際
組
織
が
誕
生
し
た
。
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
で
は
、
一
九
五

七
年
か
ら
開
か
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
地
域
放
送
会
議
を
母
体
に
、
一
九

六
四
年
七
月
、
ア
ジ
ア
放
送
連
合
(
A
B
U
)
が
登
さ
れ
た
。
 
A

B
U
は
、
 
E
B
U
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
た
組
織
で
、
設
立
当
時

一
七
機
関
が
参
加
、
本
部
は
東
京
の
N
H
K
内
に
置
か
れ
、
代
表
に

テ
)

は
N
H
K
会
長
前
田
義
徳
が
就
任
し
た
。

ま
だ
安
定
的
な
技
術
が
確
立
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
が
、

ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
が
軌
道
に
乗
っ
た
頃
か
ら
、
国
際
放
送
網
の
実
現

に
は
大
き
な
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ヨ
ン

と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
連
携
す
る
と
い
う
構
想
に
つ

い
て
、
一
九
六
0
年
に
U
P
1
記
者
は
、

よ
そ
の
国
の
あ
り
の
ま
ま
の
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ツ
プ
が
テ
レ
ビ
を

通
し
て
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
る
:
:
:
テ
レ
ビ
の
小
さ
な
画
面
を
通

し
て
、
よ
そ
の
国
の
人
々
が
各
{
永
庭
に
入
り
こ
ん
で
く
る
:
:
:
そ

う
な
れ
ば
自
然
と
そ
こ
に
理
解
が
芽
生
え
て
く
る
。
理
解
し
合
っ

(
9
)

た
者
同
士
が
争
、
つ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
人
び
と
が
遠
く
離
れ
た
世
界
の
こ
と
を
ほ
ぼ
同

時
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
際
的
な
相
互
理
解
が

進
む
0
 
テ
レ
ビ
放
送
の
、
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
と
ど
ま
ら

ず
世
^
中
に
は
り
め
ぐ
ら
そ
、
つ
と
い
う
^
相
心
は
、
^
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ヨ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
は
、
ま
だ
地
域
単
位
の
番
組
交

換
シ
ス
テ
ム
し
か
な
か
っ
た
が
、
 
N
H
K
が
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
た
A
B
U
は
、
他
の
国
籍
織
と
の
連
携
と
世
界
放
送
連
合
の
設

{
川
〕

立
を
呼
び
か
け
て
い
た
。

衛
星
放
送
の
技
術
が
完
成
し
組
織
間
の
連
携
が
進
ん
で
も
、
人
び

と
が
メ
デ
ィ
ア
(
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
)
に
接
触
し
な
け
れ
ば
、
真
に

国
際
的
な
規
模
で
の
情
報
や
ア
イ
デ
ア
の
交
換
は
進
ま
な
い
だ
ろ
う
0

第
三
に
、
世
界
各
国
に
お
け
る
受
信
機
の
普
及
や
放
送
開
始
の
状
況

に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

『
世
界
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
一
九
六
五
』
に
ょ
る
と
、
ユ

ネ
ス
コ
の
調
査
で
は
、
世
界
の
ラ
ジ
オ
受
信
機
台
数
は
、
一
九
六
0

年
ま
で
の
一
 
0
年
間
に
約
二
倍
に
な
っ
た
。
放
送
(
特
に
ラ
ジ
オ
)

に
は
、
り
テ
ラ
シ
ー
の
低
い
新
興
国
が
力
を
入
れ
て
い
て
、
ア
フ
リ

力
で
は
約
四
倍
、
ア
ジ
ア
で
は
約
三
倍
と
増
加
率
が
高
か
っ
た
0
 
-

方
、
テ
レ
ビ
放
送
を
行
っ
て
い
る
国
・
地
域
は
約
九
0
、
北
米
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
中
南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
ほ
ほ
全
て
の
国
が
放
送
を
開

始
、
ア
ジ
ア
で
は
約
半
数
、
ア
フ
り
力
で
も
三
分
の
一
を
超
え
る
国

で
放
送
か
行
わ
れ
て
い
た
。
特
に
欧
米
で
は
テ
レ
ビ
受
信
機
が
急
速

に
普
及
し
、
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
で
は
対
人
口
普
及

(
Ⅱ
)

率
は
二
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
た
。
世
界
の
全
人
口
か
ら
す
る

と
放
送
を
享
受
し
た
層
は
ま
だ
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
、

世
界
各
国
で
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
が
急
速
に
普
及
・
発
展
し
て
い
た
と
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い
ぇ
る
だ
ろ
、
つ
。

情
報
や
ニ
ユ
ー
ス
の
国
際
化
は
、
決
し
て
新
し
い
現
象
で
は
な
い
。

印
刷
物
は
、
そ
の
軽
さ
を
生
か
し
て
空
間
的
に
移
動
し
て
き
た
し
、

通
信
社
の
誕
生
に
ょ
っ
て
新
聞
に
世
界
中
の
ニ
ユ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
0
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
、
ラ
ジ
オ
や
映
画

重
)

が
、
国
境
を
越
え
て
聴
取
者
・
観
衆
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
一
九

六
0
年
代
前
半
に
は
、
人
工
衛
星
に
ょ
る
テ
レ
ビ
中
継
に
ょ
っ
て
大

.

.

.

.

.

.

.

.

陸
を
横
断
し
た
視
聴
覚
的
な
同
時
体
験
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
催
時
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
レ
ビ
放
送
を
行

う
基
礎
条
件
が
あ
る
程
度
整
っ
て
い
た
と
い
ぇ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
技
術
や
組
織
は
、
歴
史
が
浅
く
ま
だ
十
分
に
確
立
・
機
能
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
に
み
る
よ
う
に
、
実
際
に
こ
れ
ら
を
活

用
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
組
織
す

る
こ
と
は
、
{
谷
易
で
は
な
か
っ
た
。

一
年
八
月
に
組
織
委
員
会
が
海
外
放
送
機
関
の
取
材
希
望
調
査
と
テ

レ
ビ
放
送
契
約
の
予
備
折
衝
を
N
H
K
に
正
式
に
委
託
す
る
前
か
ら
、

N
H
K
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
動
き
は
始
ま
っ
て
い
た
。

N
H
K
は
、
一
九
五
九
年
九
月
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
委
員
会
を
設

置
一
九
六
一
年
四
月
に
海
外
放
送
機
関
に
対
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
の
取
材
希
望
を
調
査
(
後
に
い
う
第
一
次
ア
ン
ケ
ー
ト
)
、
一

九
六
一
年
六
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
本
部
を
発
足
さ
せ
て
い

Ⅱ
)る

。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
 
N
H
K
は
、
一
九
五
九
年
九
月
に
口
ー
マ
大

会
(
一
九
六
0
年
開
催
)
の
放
送
に
関
し
て
イ
タ
リ
ア
放
送
協
会
と

契
約
を
締
結
す
る
際
、
イ
タ
リ
ア
放
送
協
会
の
東
京
大
会
取
材
を
保

障
し
て
い
た
。
民
放
は
あ
く
ま
で
共
同
取
材
を
主
張
し
て
い
た
が
、

N
H
K
は
、
日
本
を
代
表
す
る
公
共
放
送
機
関
と
し
て
自
ら
が
東
京

大
会
の
放
送
関
係
業
務
を
担
う
こ
と
を
当
然
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ

(
巧
)

る
。

三
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
に
お
け
る
N
H
K
の
役
割

一
九
六
三
年
九
月
、
組
織
委
員
会
は
、
正
式
に
大
会
の
放
送
に
関

す
る
全
責
任
を
N
H
K
に
委
託
、
放
送
権
も
N
H
K
に
一
括
付
与
し

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
世
界
の
隅
々
に
ま
で
届
け
た
い
と
い
う

日
本
の
希
望
は
、
 
N
H
K
に
託
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
放
送

権
の
一
括
付
与
と
は
、
組
織
委
員
会
に
代
わ
っ
て
N
H
K
が
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
放
送
権
を
各
国
放
送
機
関
に
販
売
す
る
こ
と

(
玲
)

を
意
味
し
た
。
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
の
運
営
は
、
 
1
0
C
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
憲
章
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
が
、
一
九
五
八
年
に
改
正
さ
れ
た
憲
章

東
京
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
選
ぱ
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年

五
月
二
六
日
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準

備
・
運
営
を
行
う
た
め
、
組
織
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
放
送
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、
組
織
委
員

会
が
開
催
国
の
代
表
的
放
送
機
関
に
委
託
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て

露
)

い
た
。
委
託
の
範
囲
に
慣
例
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
九
六
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第
四
九
条
は
、
テ
レ
ビ
放
送
を
行
う
た
め
に
は
放
送
権
料
の
支
払
い

介
〕

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
た
。

N
H
K
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
放
送
関
係
業
務
は
、
前
例
の
な
い

業
務
で
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。
 
N
H
K
に
と
つ
て
海

外
メ
デ
ィ
ア
を
組
織
化
す
る
の
は
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
こ
と

に
加
え
、
東
京
大
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
発
展
度
や
開
催
地
の
地

理
的
条
件
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
前
回
口
ー
マ
大
会
と
も
大
き
く
異

な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

N
H
K
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
わ
せ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ハ

イ
ッ
跡
地
に
放
送
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
N

(
W
)

H
K
の
技
術
の
実
力
を
全
世
界
に
示
す
絶
好
の
機
合
と
捉
え
、
ス

ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
V
T
R
装
置
、
多
一
兀
同
期
結
合
装
置
、
接
話
マ
イ

ク
ロ
フ
ォ
ン
、
へ
り
コ
プ
タ
ー
に
ょ
る
無
線
中
継
装
置
、
二
分
の
一

イ
ン
チ
・
ビ
デ
ィ
コ
ン
カ
メ
ラ
と
い
っ
た
新
し
い
機
器
を
開
発
、
テ

レ
ビ
の
衛
星
中
継
(
{
于
宙
中
継
)
も
成
功
さ
せ
た
。

海
外
放
送
機
関
と
の
連
絡
・
交
渉
は
、
 
N
H
K
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
関
連
業
務
の
う
ち
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
と
い
ぇ
る
。
 
N
H

K
は
、
海
外
放
送
機
関
に
対
し
て
、
計
四
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

割
当
・
ブ
ッ
キ
ン
グ
作
業
等
を
行
っ
た
。
各
放
送
機
関
の
取
材
希
望

を
調
査
す
る
た
め
、
第
一
次
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
一
九
六
一
年
四
河
に

九
六
力
国
三
九
機
関
へ
、
第
二
次
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
一
九
六
三
年

一
月
に
ラ
ジ
オ
九
三
力
国
一
 
0
八
放
送
機
関
、
テ
レ
ビ
四
七
力
国
五

(
円
)

五
放
送
機
関
へ
発
送
さ
れ
た
。

1
0
C
加
盟
国
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
に
三
八
力
国

〔
即
)

に
達
し
て
い
た
。
し
か
も
一
九
六
0
年
代
前
半
は
、
植
民
地
の
独
立

が
相
次
ぎ
、
放
送
局
の
数
も
増
加
し
て
い
る
時
期
で
、
放
送
機
関
を

把
握
す
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
次
ア
ン

ケ
ー
ト
発
送
の
際
、
一
次
ア
ン
ケ
ー
ト
に
未
回
答
の
機
関
に
対
し
て

は
、
貴
放
送
機
関
よ
り
も
他
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
る
の
に
適
当
な
放

送
機
関
が
あ
れ
ぱ
、
転
送
す
る
と
と
も
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
要
望

(
討
〕

し
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
希
望
の
増
加
に
伴
い
、
 
N
H
K
は
、
放
送
希

望
者
倫
定
の
調
整
に
も
苦
慮
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
憲
章
四
八
条

は
、
主
競
技
場
に
入
れ
る
放
送
関
係
者
数
を
一
五
0
名
と
定
め
て
い

た
。
こ
の
上
限
は
、
当
時
の
世
界
の
放
送
業
界
の
状
況
か
ら
す
る
と

非
現
実
的
で
あ
っ
た
。
実
際
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
取
材
を
し
た

放
送
関
係
者
は
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の
報
告
書
に
ょ
れ
ば
、
国
内

璽

ニ
ニ
0
0
名
、
国
外
六
0
0
名
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
一
0

数
社
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、
 
N
H
K
が
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

露
)

委
員
会
に
調
整
を
依
頼
、
 
E
B
U
か
ら
は
1
O
C
に
放
送
関
係
認
定

璽

数
拡
大
の
要
請
が
行
わ
れ
た
。

結
果
的
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
七
0
力
国
一
 
0
四
機
関
で

テ
レ
ビ
放
送
、
四
0
力
国
五
五
機
関
で
ラ
ジ
オ
放
送
が
実
施
さ
れ
た
。

テ
レ
ビ
放
送
に
は
、
(
一
)
放
送
契
約
を
締
結
し
た
う
え
で
の
放
送
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(
生
放
送
お
よ
び
録
音
放
送
)
、
(
二
)
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
、
全
一
)

ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
の
三
種
類
が
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
に

も
(
こ
生
中
継
(
二
)
録
音
放
送
が
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
派
造

さ
れ
た
取
材
要
員
数
は
、
六
五
六
人
(
テ
レ
ビ
一
九
力
国
二
二
放
送

(
お
)

機
関
、
ラ
ジ
オ
四
0
力
国
五
五
放
送
機
関
)
と
な
っ
た
。

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
N
H
K
は
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
諸

外
国
向
け
の
放
送
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
の
体
制
の
も
と
で
、

各
国
の
放
送
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
放
送
の
種
類
を

選
択
し
た
。
ど
の
種
類
を
選
択
す
る
か
に
ょ
っ
て
、
放
送
の
内
容

頻
度
・
ス
ピ
ー
ド
は
異
な
っ
た
。
以
下
、
詳
し
く
み
て
い
く
。

N
H
K
と
テ
レ
ビ
放
送
契
約
を
締
結
し
た
機
関
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
放
送
委
員
会
(
A
B
C
)
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
放
送
会
社
(
N
B
C
)
、

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
放
送
連
盟
(
E
B
U
)
、
カ
ナ
ダ
放
送
協
会
(
C
B
C
)
、

国
際
放
送
機
構
(
0
1
R
T
)
、
 
N
B
C
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会

(
6
〕

社
(
N
B
C
1
)
の
六
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
メ

デ
ィ
ア
先
進
国
の
機
関
で
あ
る
。

N
B
C
1
と
の
契
約
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
ア
フ
り
力
で
の
番
組

配
給
に
関
す
る
も
の
な
の
で
後
述
す
る
が
、
他
の
五
機
関
は
、
 
N
H

K
と
放
送
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
一
日
八
S
九
競
技
の

実
況
映
像
の
提
供
を
N
H
K
か
ら
受
け
た
。
ま
た
、
 
N
H
K
が
中
継

欧
米
(
メ
デ
ィ
ア
先
進
国
)
の
放
送
機
関

四

、

を
行
わ
な
い
競
技
会
場
(
ホ
ッ
ケ
ー
、
ヨ
ッ
ト
、
蹴
球
、
馬
術
競
技

な
ど
)
で
は
一
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
に
ょ
る
取
材
が
許
可
さ
れ
、

(
2
〕

こ
の
方
法
に
ょ
る
取
材
は
、
九
二
回
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
大
会
で
は

イ
タ
リ
ア
国
内
で
放
送
さ
れ
た
も
の
を
海
外
放
送
機
関
が
録
画
す
る

方
法
が
と
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
は
不
満
が
あ
っ
た
。
一
日
八
S
九

競
技
も
の
映
像
提
供
が
行
わ
れ
る
と
い
う
方
針
は
、
こ
う
し
た
反
省

を
踏
ま
え
て
一
九
六
0
年
三
月
の
技
術
対
策
委
員
会
で
決
定
さ
れ

(
訟
〕

た
も
の
で
、
東
京
大
会
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

テ
レ
ビ
放
送
契
約
を
結
ん
だ
機
関
は
、
放
送
権
料
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
テ
レ
ビ
放
送
権
が
有
料
と
な
っ
た

の
は
、
一
九
六
0
年
大
会
か
ら
で
あ
り
、
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
で
は
、
放
送
権
の
概
念
や
算
出
基
準
が
成
立
し
周
知
さ
れ
て

い
た
と
は
言
い
難
い
。

放
送
権
料
の
算
出
に
あ
た
っ
て
、
 
N
H
K
は
前
回
口
ー
マ
大
会
の

放
送
契
約
金
が
各
国
の
受
信
機
台
数
に
生
中
継
で
あ
れ
ば
三
セ
ン
ト
、

事
後
放
送
で
あ
れ
ば
一
セ
ン
ト
を
乗
じ
た
額
で
あ
る
と
推
測
し
、
前

回
口
ー
マ
大
会
の
方
針
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
れ
ば
、
合
計
一
五
八
万

西
)

ド
ル
が
見
込
め
る
と
試
算
し
て
い
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
大
会
の
放
送(

0
)

権
料
に
東
京
大
会
の
付
加
サ
ー
ビ
ス
分
を
上
乗
せ
す
る
案
も
あ
っ
た
。

実
際
に
は
、
放
送
権
料
に
関
し
て
は
契
約
機
関
と
の
交
渉
の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
二
月
、
ア
メ
リ
カ
の

三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
A
B
C
、
 
C
B
S
、
 
N
B
C
)
に
宛
て
た
文
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書
で
は
、
各
機
関
に
ど
の
く
ら
い
の
放
送
権
料
を
出
す
用
意
が
あ
る

(
引
〕

か
を
質
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六
二
年
八
月
の
イ
ン
タ
】
ビ
ジ

ヨ
ン
に
宛
て
た
文
書
で
は
、
「
放
送
権
利
金
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
一
本
に
統
一
し
た
録
画
素
材
を
提
供
す
る
か
、
又
は
あ
る

程
度
異
種
の
編
集
を
認
め
る
か
、
毎
日
の
所
要
時
問
数
を
ど
う
き
め

る
か
、
生
中
継
を
ど
う
す
る
か
な
ど
に
ょ
っ
て
、
自
ら
差
異
が
生
じ

(
3
)る

」
と
回
答
し
て
い
る
。

最
終
的
に
一
九
六
三
年
秋
頃
か
ら
、
放
送
契
約
は
次
々
と
締
結
さ

露
)

れ
た
。
放
送
権
料
は
、
 
N
B
C
 
-
 
0
0
万
ド
ル
、
 
E
B
U
三
八
万
ド

ル
、
 
0
1
R
T
 
-
 
0
万
ド
ル
、
 
A
B
C
二
万
ド
ル
、
 
C
B
C
六
万
二

金
)

0
0
0
ド
ル
で
あ
っ
た
。
 
E
B
U
と
0
1
R
T
は
、
団
体
で
の
契
約

と
な
り
、
 
N
H
K
と
の
や
り
と
り
も
、
代
表
機
関
を
通
じ
て
行
わ
れ

オ

契
約
書
で
定
め
ら
れ
た
放
送
時
問
の
合
計
は
、
 
N
B
C
、
 
E
B
U
、

0
1
R
T
が
二
五
時
問
、
 
A
B
C
が
二
0
時
間
、
 
C
B
C
が
八
時
間

露
)

と
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
欧
米
の
放
送
機
関
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
放
送
は
、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
想
に
近
い
も
の
で
あ

つ
た
。
東
一
呆
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
際
同
時
中
継
を
目
指
し
、
国
家
や

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
を
超
え
た
調
整
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
や
、
前
回
口
ー
マ
大
会
を
生
中
継
し
て
成
功
さ

せ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
放
送
機
関
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
同
時
中

継
に
小
ノ
な
か
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
 
N
H
K
も
こ
の
計
画
に
は

積
極
的
で
、
(
一
)
通
信
衛
星
(
二
)
陸
路
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
中

継
網
、
 
9
一
)
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
実
現
さ
せ
よ

、
つ
と
、
 
B
B
C
や
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
の
情
報
収
集
に
努
め
て

(
3
)

い
る
。大

陸
を
横
断
す
る
国
際
中
継
の
技
術
は
、
最
初
か
ら
衛
星
放
送
と

決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
東
京
大
会
の
準
備
段
階
で
は
ど
の

方
式
が
可
能
で
あ
る
か
は
不
透
明
だ
っ
た
。
だ
が
結
果
的
に
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
衛
星
シ
ン
コ
ム
三
号
を
使
っ
て
ア
メ
リ
カ

へ
の
映
像
中
継
が
行
わ
れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
太
平
洋
海
底
ケ
ー
ブ

ル
経
由
の
音
声
が
合
せ
ら
れ
て
、
放
送
が
行
わ
れ
た
。
衛
星
中
継
番

組
は
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
で
録
画
し
て
カ
ナ
ダ
へ
、
カ
ナ
ダ
で
録
画

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
て
空
輸
さ
れ
、
一
三
力
国
で
宇
宙
中
継
を

使
っ
た
放
送
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
宇
宙
中
継
の
実
現
に
向
け
て
は
、

直
前
ま
で
調
整
が
続
け
ら
れ
、
実
施
が
正
式
に
決
定
し
て
発
表
さ
れ

命
)

た
の
は
、
一
九
六
四
年
七
月
二
三
日
で
あ
っ
た
。

他
に
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
際
組
織
E
B
U
と
0
1
R
T
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
送
で
協
力
体
制
を
と
つ
た
。
 
0
1
R
T
は
、

E
B
U
の
制
作
し
た
映
像
を
融
通
し
て
放
送
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

宇
{
由
中
継
も
、
 
E
B
U
経
由
で
受
け
取
り
、
ソ
ビ
エ
ト
と
ブ
ル
ガ
リ

(
訟
〕

ア
を
除
く
五
力
国
で
実
施
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
先
進
国
の
放
送
機
関
は
、
 
N
H

K
と
テ
レ
ビ
放
送
契
約
を
締
結
し
、
国
際
的
な
協
力
の
も
と
宇
宙
中
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継
も
実
現
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
を
通
じ
て
異
な

る
国
の
も
の
同
士
、
世
界
が
一
つ
に
な
る
と
い
っ
た
理
想
を
追
求
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
。

テ
レ
ビ
放
送
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
理
的
・
文
化

的
に
は
「
欧
米
」
、
メ
デ
ィ
ア
技
術
の
点
で
は
「
先
進
国
」
に
分
類

さ
れ
る
国
の
放
送
機
関
で
あ
っ
た
。
一
方
、
非
欧
米
(
中
南
米
、
ア

フ
り
力
、
中
近
東
ア
ジ
ア
)
の
放
送
機
関
は
、
放
送
契
約
を
締
結

し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
像
は
、
放
送
契
約
を
締
結
し
な
く

て
も
入
手
で
き
た
。
一
つ
は
、
憲
章
四
九
条
に
基
づ
き
制
作
さ
れ
た

フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
購
入
す
る
方
法
、
も
、
つ
一
つ
は
、
 
N
H
K

が
特
別
に
制
作
し
た
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
を
購
入
す
る
方
法

で
あ
る
。
 
N
B
C
1
か
ら
録
画
番
組
を
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

ま
た
、
放
送
権
料
の
支
払
い
義
務
の
発
生
し
な
い
ラ
ジ
オ
放
送
の
可

能
性
は
あ
っ
た
。

五
非
欧
米
(
メ
デ
ィ
ア
後
進
国
)
の
放
送
機
関

サ
マ
リ
ー
は
、
放
送
権
料
を
支
払
わ
な
く
て
も
入
手
で
き
る
映
像
で
、

そ
の
使
用
に
は
、
(
一
)
各
個
の
番
組
で
一
日
に
三
分
間
を
越
え
て

上
映
し
て
は
な
ら
な
い
、
(
一
マ
全
ニ
ユ
ー
ス
番
組
を
通
じ
て
二
四

時
間
中
に
一
回
三
分
と
し
て
三
回
を
越
え
て
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
の
上
映
に
際
し
て
は
、
各
回
と
も
、
そ
の
間
に
小
ノ
な
く
と
も
四

時
間
の
問
隔
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
条
件
が
あ
っ

西
)メ

フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
制
作
配
給
権
は
、
一
九
六
四
年
五
月
に

組
織
委
員
会
か
ら
N
H
K
に
委
託
さ
れ
た
。
編
集
は
N
H
K
が
行
っ

た
が
、
取
材
に
は
、
民
放
の
人
員
も
加
わ
り
、
国
内
用
と
国
外
用
が

制
作
さ
れ
た
。

国
外
用
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
毎
日
一
五
分
程
度
、
英
文
コ
メ
ン
ト
を

添
付
し
て
翌
日
午
前
中
に
配
布
さ
れ
た
。
料
金
は
、
一
本
三
0
ド
ル

で
一
五
日
分
を
一
括
前
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
四
五
0

ド
ル
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
は
、
世
界
共
通
の
内
容
で
あ
っ
た
が
、

開
会
式
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
希
望
す
る
国
の

(
四

入
場
行
進
を
撮
影
し
、
国
別
に
う
わ
の
せ
を
し
た
。

フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
放
送
し
た
の
は
六
五
力
国
八
八
放
送
機

関
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち
N
H
K
か
ら
直
接
提
供
を
受
け
た

の
は
四
二
機
関
で
、
残
り
は
、
国
際
通
信
社
・
放
送
会
社
経
由
で
こ

れ
を
入
手
し
た
。
国
際
通
信
社
・
放
送
会
社
と
は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

プ
レ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
(
U
P
1
 
・
米
国
)
、
コ
ロ
ン
ビ

(
一
)
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
制
作
・
提
供

憲
章
四
九
条
に
は
、
大
会
組
織
委
員
会
は
、
テ
レ
ビ
お
よ
び
ニ
ユ

ス
映
画
の
た
め
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
収
録
し
た
フ
ィ
ル
ム

サ
マ
リ
ー
を
準
備
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
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ア
・
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
、
ン
ス
テ
ム
(
C
B
S
 
・
米
国
)
、

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
一
ブ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ニ
ユ
ー
ス
(
1
T
N

英
国
)
、
ビ
ス
・
ニ
ユ
ー
ス
(
V
1
S
 
・
一
央
国
)
の
四
社
で
、
こ
れ

ら
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ム
サ
マ
リ
ー
の
共
同
運
営
機
構
を
設

立
し
、
各
社
の
ニ
ユ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
一
環
と
し
て
、
諸
放

(
U
〕

送
機
関
に
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
一
部
を
配
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。

N
H
K
の
番
組
実
施
本
部
国
外
中
継
部
が
一
九
六
四
年
三
月
一
日

に
立
て
た
「
海
外
フ
ィ
ル
ム
サ
マ
リ
ー
に
つ
い
て
の
方
針
案
」
で
は
、

フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
】
へ
の
通
信
社
等
か
ら
の
予
約
は
、
受
け
付
け

(
他
)

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
経
緯
は
不
明
だ
が
、
一
九
六
四
年
六
月

(
3
)

頃
、
方
針
変
更
の
検
討
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
契
約
内
容
の
調
整
に

(
邑

至
っ
て
は
、
九
月
初
旬
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
開
幕
直
前
に
、
英
米
に
拠
点
を
置
く
国
際
通
信
社
・
放
送
会

社
に
ょ
っ
て
非
欧
米
諸
国
へ
と
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
届
け
る
重

要
な
経
路
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(
一
一
)
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
の
制
作
・
提
供

一
方
、
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
の
フ
ィ
ル
ム
と
は
、
 
N
H
K
の
国
内
番

組
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
の
う
ち
三
0
分
だ
け
を
プ
リ

ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
日
五
0
ド
ル
(
一
五
日
分
で

{
'
)

七
五
0
ド
ル
)
で
八
放
送
機
関
に
提
供
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
の
提
供
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
(
一
)
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た

こ
と
、
(
二
)
一
九
六
四
年
七
月
一
日
に
A
B
U
が
発
足
し
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。

A
B
U
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
 
E
B
U
を
モ
デ
ル
と
し
て
設
立
さ

れ
た
団
体
で
あ
る
。
 
N
H
K
が
主
導
権
を
握
り
、
世
界
的
な
放
送
網

の
確
立
も
目
指
し
て
い
た
。
関
係
者
の
間
に
は
、
 
E
B
U
の
ユ
ー
ロ

ビ
ジ
ョ
ン
に
相
当
す
る
よ
う
な
番
組
交
換
シ
ス
テ
ム
構
築
の
構
想
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
で
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
が
制
作
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
は
、
当
初
、
ア
ジ
ア
諸
国
向
け
の
特

別
編
集
番
組
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
四
年
の
春
頃
作
成

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
の
作
成
方
針
案
」

に
ょ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
作
成
の
目
的
は
、
「
各
国

の
テ
レ
ビ
放
送
発
展
の
一
助
に
す
る
と
共
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

模
様
を
広
く
紹
介
し
あ
わ
せ
て
ア
ジ
ア
各
国
の
選
手
の
活
躍
状
況
を

(
妬
)

伝
え
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
案
で
は
、
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム

番
組
は
、
独
自
の
取
材
・
編
集
に
ょ
っ
て
作
ら
れ
、
最
初
の
一
五
分

は
「
ア
ジ
ア
各
国
選
手
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
又
各
国
に
共
通
し
て
興

(
Ⅱ
〕

味
を
も
た
れ
る
種
目
」
を
中
心
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
模
様
を
、
後
半

の
五
分
は
国
別
に
選
手
の
活
躍
の
模
様
を
伝
え
る
も
の
と
な
る
計
画

{
8
〕

で
あ
っ
た
。

実
際
に
は
、
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
は
、
国
内
番
組
を
も
と
に
し
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て
つ
く
ら
れ
有
力
選
手
と
日
本
選
手
が
中
心
の
内
容
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
 
N
H
K
で
は
、
各
国
の
関
心
を
考
慮
し
て
、
カ
イ
ロ
国
営

放
送
向
け
に
、
ア
ラ
ブ
連
合
の
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
、
フ

イ
リ
ピ
ン
向
け
に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
決
勝
を
撮
影
し
て
提
供
す
る
な
ど

(
4
)

し
た
。
で
き
る
限
り
、
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
を
希
望
す
る
機

関
の
要
望
に
応
え
よ
、
つ
と
し
た
と
い
ぇ
る
。
 
N
H
K
は
、
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
放
送
機
関
と
し
て
、
ア
ジ
ア
に
向
け
て
特
別
に
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
放
送
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

(
0
〕

会
マ
 
N
B
C
1
に
ょ
る
中
南
米
・
ア
フ
り
力
向
け
録
音
番
組

フ
ィ
ル
ム
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
放
送
契
約
を
結
ぱ
な
く
と
も
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
て
い
て
わ
ず
か
な
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
さ
え
す

れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
映
像
を
放
送
で
き
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、

非
欧
米
の
放
送
機
関
に
と
っ
て
は
、
重
要
で
あ
っ
た
。
非
欧
米
の
放

送
機
関
に
ょ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
を
考
え
る
、
つ
ぇ
で
、
も
う

一
つ
重
要
な
の
が
、
 
N
B
C
1
が
中
南
米
や
ア
フ
り
力
で
果
た
し
た

役
割
で
あ
る
。

N
H
K
は
、
中
南
米
と
ア
フ
り
力
の
テ
レ
ビ
放
送
権
を
N
B
C
1

へ
と
讓
渡
し
た
。
そ
の
経
緯
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
 
N
H
K
で
は
、

か
ね
て
か
ら
中
南
米
に
お
け
る
エ
イ
ジ
エ
ン
ト
を
探
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
一
九
六
三
年
七
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
総
局
か
ら
松
井
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
企
画
本
部
長
に
宛
て
て
、
中
南
米
に
強
い
エ
イ
ジ
エ
ン
ト

に
関
し
て
報
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
三
年
一
0
月
に
締
結
さ

れ
た
N
B
C
と
N
H
K
の
放
送
契
約
書
で
は
、
将
来
ア
メ
リ
カ
以

外
の
地
域
に
N
B
C
の
映
像
を
配
信
す
る
可
能
性
が
言
及
さ
れ
て
い

靈
〕る

。
 
N
B
C
1
へ
の
放
送
権
譲
渡
は
、
南
米
に
お
け
る
情
報
覇
権
争

い
と
も
関
係
し
て
い
た
と
い
ぇ
る
だ
ろ
、
つ
。

N
B
C
1
が
N
H
K
と
契
約
を
締
結
し
た
の
は
、
一
九
六
四
年
二

河
一
五
日
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
放
送
機

関
に
対
す
る
放
送
権
付
与
と
番
組
素
材
配
給
を
N
H
K
が
N
B
C
1

に
委
託
す
る
内
{
谷
で
、
 
N
B
C
1
は
、
映
像
は
N
B
C
か
ら
受
け
る

こ
と
、
放
送
時
間
は
二
五
時
間
と
し
て
い
た
。
ア
フ
り
力
も
対
象
地

域
に
含
め
る
話
が
出
て
き
た
の
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
契

(
5
)

約
書
調
印
直
後
で
、
合
意
が
成
立
し
た
の
は
一
九
六
四
年
四
月
二
五

露
〕

日
で
あ
る
。

N
B
C
1
と
N
H
K
の
双
方
に
と
っ
て
、
放
送
権
の
譲
渡
に
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
六
四
年
八

月
三
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
ま
で
二
力
月
を
切
っ
た
時
点

で
、
 
N
B
C
1
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
が
届
い
て
い
る
。

私
達
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
セ
ー
ル
ス
業
務
が
順
調
に

す
す
ん
で
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私

達
は
メ
キ
シ
コ
と
べ
ネ
ゼ
ラ
(
マ
マ
)
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
放
送
局
及

び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
広
告
業
社
に
権
利
を
売
り
渡
し
ま
し
た
。
こ
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の
セ
ー
ル
ス
の
総
収
入
は
六
0
0
0
0
ド
ル
以
上
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
私
達
の
予
想
以
上
の
も
の
で
し
た
。
き
ち
ん
と
お
金
を
集

め
ら
れ
る
と
し
て
私
は
N
H
K
に
と
っ
て
も
相
当
な
収
益
が
こ
の

地
域
か
ら
入
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
数
週
間
の
間
に
い

く
つ
か
の
セ
ー
ル
ス
を
ま
と
め
よ
、
つ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ア
フ

り
力
で
は
プ
リ
ン
ト
代
支
払
い
の
<
永
裕
さ
え
な
い
位
貧
し
い
の
で

本
当
に
問
題
で
あ
り
ま
す
。
私
達
は
今
で
も
こ
の
地
域
に
プ
リ
ン

ト
を
共
通
に
利
用
で
き
る
様
に
し
て
ア
フ
り
力
の
主
な
国
々
で
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
番
組
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

翁
)

思
い
ま
す
。

N
B
C
1
が
中
南
米
や
ア
フ
り
力
で
契
約
を
と
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

N
H
K
も
収
入
増
が
期
待
で
き
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
だ
ろ

、
つ
。
契
約
で
は
、
 
N
B
C
1
は
、
中
南
米
お
よ
び
ア
フ
り
力
の
放
送

機
関
と
の
契
約
金
額
か
ら
手
数
料
(
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
)
お

よ
び
配
給
に
関
す
る
実
費
(
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
)
を
控
除
し
た

露
)

額
を
N
H
K
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
に
N
B
C
1
経

由
で
番
組
の
提
供
を
受
け
た
の
は
、
三
力
国
ご
放
送
機
関
(
中

南
米
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
、
メ
キ
シ
コ
、
パ
ナ
マ
、
ペ
ル
ー
、
べ
、
不
ズ
エ
ラ
の
八
力
国
、

ア
フ
り
力
で
は
、
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
、
り
べ
り
ア
、
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
、

露
)

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
の
四
力
国
の
放
送
機
関
)
で
あ
っ
た
。

(
四
)
非
欧
米
の
放
送
機
関
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
実
施
状
況

こ
こ
ま
で
、
非
欧
米
の
放
送
機
関
が
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
非
欧
米
の
放
送
機
関
に
も
様
々
な
タ
イ

プ
が
あ
り
、
一
概
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
放
送
に
対
す
る
関
心
度
に
応
じ
て
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
テ
レ
ビ
取
材
を
す
る
計
画
は
あ
っ
た
が
断
念
し
た
放
送
機

関
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
非
欧
米
の
放
送
機
関
の
な
か
で
は
比
較
的
関

心
が
高
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
(
非
欧
米
A
グ
ル
ー
プ
)
と
し
よ
う
。

非
欧
米
A
グ
ル
ー
プ
が
取
材
を
断
念
し
た
理
由
と
し
て
は
、
(
一
)

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
送
権
概
条
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
、
(
一
一
)
中
南
米
と
ア
フ
り
力
に
お
け
る
放
送
権
が
日
本
放

送
協
会
か
ら
N
B
C
1
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、

非
欧
米
A
グ
ル
ー
プ
は
、
独
自
の
テ
レ
ビ
取
材
の
代
わ
り
に
、
 
N
B

C
1
の
報
道
に
依
存
す
る
か
、
フ
ィ
ル
ム
を
購
入
す
る
か
、
ラ
ジ
オ

取
材
を
行
う
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
北
口
ー
デ
シ
ア
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
か
ら
組
織
委
員

会
に
届
い
た
一
九
六
四
年
四
旦
三
日
付
書
簡
に
は
、
運
動
部
長
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
の
た
め
に
訪
日
す
る
こ
と
、
旅
行
並
び
に
宿
泊

に
つ
い
て
は
手
配
済
み
で
あ
る
が
1
D
力
ー
ド
の
発
行
と
放
送
に
必

(
5
)

要
な
設
備
の
手
配
を
お
願
い
し
た
い
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
 
N
B
C

ー
と
N
H
K
が
ア
フ
り
力
の
放
送
権
譲
渡
で
合
意
す
る
数
日
前
の
申

73 グローノUレ テレビ イベントとしての一九六四年東京オリンピック(浜田)



出
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
に
対
し
、
 
N
H
K
は
、
ア
フ
り
力
の
放
送
権

が
N
B
C
1
に
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
、
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
申
込

(
8
)

で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
が
可
能
な
こ
と
を
返
事
し
て
い
る
。
 
N
B
C
1

は
、
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
、
放
送
権
を
N
H
K
か
ら
取
得
し
た

の
で
あ
る
。
白
取
終
的
に
、
北
口
ー
デ
シ
ア
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
は
、

翁
)

1
T
N
経
由
で
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
購
入
し
た
。

中
南
米
で
最
も
テ
レ
ビ
が
普
及
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
も
、
一

九
六
四
年
五
月
下
旬
に
、
テ
レ
ビ
・
り
ポ
ー
タ
ー
{
佰
泊
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
、
国
際
観
光
振
興
会
サ
ン
パ
ウ
ロ
観
光
宣
伝
事
務
所
経

面
)

由
で
N
H
K
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
実
施
本
部
に
届
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
国
際
本
部
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
N
H
K
へ
の
テ
レ
ビ
取
材
申

し
込
み
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
中
南
米
の
テ
レ
ビ
配
給
権
は
N
B
C

ー
が
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
 
N
H
K
が
直
接
受
け
入
れ
る
こ
と
は

(
引
〕

な
い
旨
、
回
答
し
て
い
る
。
結
局
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
 
T
V
レ
コ
ル{

墾

ド
が
N
B
C
1
よ
り
録
音
番
組
の
配
給
を
受
け
て
放
送
を
実
施
し
た
。

タ
イ
か
ら
は
、
一
九
六
四
年
八
月
中
旬
、
在
タ
イ
日
本
国
大
使
館

外
務
省
情
報
文
化
局
長
経
由
で
、
タ
イ
国
陸
軍
テ
レ
ビ
放
送
局
に
ょ

{
態

る
取
材
と
フ
ィ
ル
ム
購
入
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
日
本
放
送
協
会
で
は
、
す
で
に
契
約
業
務
は
終
了
し
た

こ
と
、
来
日
し
て
も
競
技
場
に
お
け
る
テ
レ
ビ
取
材
は
で
き
な
い
こ

と
、
す
で
に
ニ
ユ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
サ
マ
リ
ー
の
購
入
申
し
込
み
は
届

粛
)

い
て
い
る
こ
と
を
在
タ
イ
国
日
本
大
使
館
へ
回
答
し
て
い
る
。
タ
イ

の
場
合
は
、
 
N
B
C
1
の
契
約
地
域
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
タ
イ
の

テ
レ
ビ
局
と
N
H
K
と
の
放
送
契
約
締
結
の
可
能
性
は
あ
っ
た
。
し

か
し
、
実
際
に
放
送
契
約
を
結
ん
だ
機
関
と
の
交
渉
が
一
九
六
二
年

頃
か
ら
幾
度
も
行
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
タ
イ
国
陸
軍
テ
レ
ビ
か

ら
の
連
絡
は
、
開
幕
直
前
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
、
同
社
は
、
 
U
P

露
〕

1
経
由
で
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
購
入
を
行
っ
て
い
る
。

今
日
で
は
、
放
映
権
父
渉
を
す
る
こ
と
な
く
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
放
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ
レ
ビ
で
世

界
中
に
放
送
す
る
技
術
が
よ
う
や
く
整
い
始
め
、
放
送
権
料
の
制
度

が
導
入
さ
れ
た
ぱ
か
り
で
あ
っ
た
。
派
造
員
を
東
京
に
出
張
さ
せ
る

こ
と
さ
え
で
き
れ
ぱ
、
テ
レ
ビ
放
送
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
放
送

機
関
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
非
欧
米
A
グ
ル
ー

プ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
取
材
を
望
み
資
金
的
に
も
比
較
的

<
永
裕
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
送
に
関
し
て

の
問
合
せ
窓
口
が
ど
こ
で
あ
る
か
、
テ
レ
ビ
放
送
権
の
概
念
が
何
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
知
識
が
な
か
っ
た
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。

、し

続
い
て
、
テ
レ
ビ
の
独
白
取
材
を
行
う
計
画
は
な
か
っ
た
が
、
中

程
度
の
関
心
を
も
ち
、
ラ
ジ
オ
に
ょ
る
放
送
や
フ
ィ
ル
ム
の
購
入
を

検
討
し
て
い
た
機
関
(
非
欧
米
B
グ
ル
ー
プ
)
が
あ
る
。
最
終
的
な

放
送
実
施
状
況
は
、
非
欧
米
B
グ
ル
ー
プ
も
、
 
A
グ
ル
ー
プ
と
変
わ

ら
な
い
O
 
N
B
C
1
か
ら
の
番
組
購
入
、
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
や
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ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
の
購
入
、
ラ
ジ
オ
取
材
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
放
送
を
実
施
し
た
。

例
え
ば
、
ケ
ニ
ア
放
送
協
会
は
、
一
九
六
三
年
一
 
0
月
の
段
階
で

(
6
)

は
、
 
V
1
S
か
ら
フ
ィ
ル
ム
を
乍
付
る
計
画
だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
通
信

社
へ
の
フ
ィ
ル
ム
譲
渡
が
決
定
す
る
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ケ
ニ
ア
放
送
協
会
で
は
、
国
際
通
信
社
経
由
で
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ

リ
ー
を
入
手
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
九

月
五
日
に
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
T
V
に
触
発
さ
れ
て
か
N
H
K
か
ら
直
接

フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
購
入
す
る
方
法
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を

(
6
)

し
た
が
、
結
局
、
ケ
ニ
ア
放
送
協
会
は
、
 
V
1
S
経
由
で
フ
ィ
ル
ム

{
聞
〕

サ
マ
リ
ー
を
購
入
し
た
。
サ
マ
リ
ー
の
購
入
先
に
つ
い
て
は
二
転
三

転
し
た
も
の
の
、
ケ
ニ
ア
放
送
協
会
で
は
、
一
九
六
二
年
に
開
始
し

た
ぱ
か
り
の
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
放
送
す
る
こ
と
を
強
く
メ
布

望
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
放
送
協
会
は
、
ラ
ジ
オ
で
も
、

(
6
)

政
府
の
財
政
支
援
を
受
け
て
記
者
を
東
京
に
派
造
し
た
。

ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
の
放
送
局
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
に
は
早

く
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
六
三
年
三
月
に
は
、
東
ナ
イ

ジ
エ
リ
ア
放
送
協
会
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
ニ
ユ
ー
ス
広
報

元
〕

フ
ィ
ル
ム
、
解
説
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

一
九
六
四
年
四
月
に
は
、
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
放
送
協
会
か
ら
ラ
ジ
オ
取

介
〕

材
要
員
を
一
名
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

結
局
、
東
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
放
送
協
会
で
は
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を

1
T
N
経
由
で
購
入
、
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
放
送
協
会
で
は
、
ラ
ジ
オ
取

材
を
実
施
 
N
B
C
1
経
由
で
録
画
番
組
、
 
V
1
S
経
由
で
フ
ィ
ル

五
)

ム
.
サ
マ
リ
ー
を
購
入
し
た
。
な
お
、
ケ
ニ
ア
も
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
も

旧
宗
主
国
は
英
国
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
放
送
機
関
も
英
国
系
国
際
通

信
社
・
放
送
会
社
を
利
用
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
日
常
的
に
英
国

系
の
ニ
ユ
ー
ス
網
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

国
際
通
信
社
・
放
送
会
社
や
N
B
C
1
が
各
国
放
送
機
関
に
ど
の

よ
う
な
条
件
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研

究
課
題
で
あ
る
が
、
非
欧
米
B
グ
ル
ー
プ
は
、
国
際
通
信
社
・
放
送

会
社
や
N
B
C
1
に
ょ
る
映
像
配
信
の
恩
恵
を
受
け
た
可
能
性
が
高

0

非
欧
米
A
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
る
と
、
資
金
が
潤
沢
で
は
な
か
っ

いた
り
^
^
示
か
ら
地
^
的
に
^
れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
^
^
か
ら
、
自

力
で
の
取
材
は
困
難
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
の
実
施
に
関
し
て
、
無
関
心
で
あ

つ
た
機
関
(
非
欧
米
C
グ
ル
ー
プ
)
が
あ
る
。
し
か
し
、
 
C
グ
ル
ー

プ
に
該
当
す
る
機
関
は
、
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば

ア
フ
り
力
で
テ
レ
ビ
放
送
が
行
わ
れ
て
い
る
国
は
、
コ
ー
ト
・
、
ジ
ボ

ワ
ー
ル
を
除
い
て
全
て
東
京
大
会
の
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
を
通
信

社
経
由
で
購
入
し
て
い
る
(
表
こ
。
し
か
も
、
コ
ー
ト
・
ジ
ボ
ワ
ー

ル
の
国
営
放
送
か
ら
届
い
た
書
簡
に
は
、
「
特
派
員
を
東
京
に
派
遣

発
)

す
る
可
能
性
を
何
週
間
に
も
亘
り
全
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
」
し
た
が

放
棄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
一
九
六
0
年
代
に
入
っ
て
独
立
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0

ン
告

ヨ
報

ジ
会

ビ
窃

レ
送

テ
放

と
本

オ
日

ジ
は

の
状

界
送

『
ク

一
ツ

会
ピ

窃
ン

0

0

し
か
し
、
放
送
制
度
が
全
く
整
っ
て
い
な
か
っ
た
り
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
選
手
を
派
遣
し
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
国
は
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア

で
は
、
隣
国
中
国
が
1
O
C
に
は
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
イ
ン
ド
、
不
シ

ア
と
北
朝
鮮
は
G
A
N
E
F
0
 
(
新
興
国
ス
ポ
ー
ツ
大
合
問
題
に

よ
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
後

進
国
、
あ
る
い
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
の
国
々
は
、
こ
の

非
欧
米
C
グ
ル
ー
プ
に
入
る
と
い
ぇ
る
だ
ろ
、
つ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放

送
を
全
く
実
施
し
な
か
っ
た
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
と

い
え
る

0

し
た
ば
か
り
の
国
に
と
っ
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
選
手
を
派
遣

す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
自
国
で
放
送
す
る
こ
と
は
、
国
民
意
識

統
合
の
点
か
ら
も
重
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
外
向
け
放
送

を
N
H
K
が
ど
の
よ
う
に
組
織
し
た
の
か
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
一

九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
は
、
放
送
権
の
概
条
十
分
に
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
放
送
権
料
が

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
支
え
る
仕
組
み
は
ま
だ
な
く
、
テ
レ
ビ
・
オ
リ
ン

ピ
ツ
ク
と
し
て
は
萌
芽
期
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
放
送
契
約
を
締
結
で
き
た
欧
米
の
放
送

機
関
と
非
欧
米
の
放
送
機
関
(
と
り
わ
け
非
欧
米
C
グ
ル
ー
プ
)
と

の
情
報
格
差
は
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

日
常
的
な
ニ
ユ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
先
進

六
お
わ
り
に

表1 アフり力におけるテレビ放送実施国と東京オリンピック放送状況

アルジェリア

ウガンダ

オートポルタ

国名

ガボン

ケニア

コート

旧フランス領コンゴ

ザンビア qヒローデシア)

ジボワール

シエラレオネ

放送開始年

1956.2

スーダン

1963.9

ナイジェリア

1963.8

南口ーデシア

]963.5

モロツコ

1962.10

NBCI

りべりア

1963.8

テレビ放送実施国及び放送開始年は日本放送
1965』旧本放送出版協会、 1965年)、東京オリ
書より作成

不明

1961

フイルムサマリー

VIS

1963.4

NHK, VIS

1963.1]

VIS

1959.10

VIS

不明

VIS

1962.3 (再開)

1964.1

VIS

ITN

VIS

VIS

VIS,1TN

ITN

VIS

VIS
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国
と
非
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
後
進
国
と
の
問
の
情
報
格
差
の
拡
大
を
予

一
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ぇ
る
だ
ろ
う
。
非
欧
米
諸
国
に
イ
ベ
ン

ト
の
情
報
を
届
け
る
う
え
で
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
た
の
が
欧
米

系
の
メ
デ
ィ
ア
(
N
B
C
1
と
国
際
通
信
社
・
放
送
会
社
)
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
国
際
的
な
情
報
の
流
れ
が
西
洋
に
ょ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
る
と
い
う
問
題
を
映
し
出
し
て
い
た
と
い
ぇ
る
。

し
か
し
、
情
報
格
差
が
現
実
に
は
あ
っ
た
と
は
い
ぇ
、
 
N
H
K
が

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
国
外
放
送
を
組
織
す
る
う
え
で
重
視
し
て
い

た
の
は
、
非
欧
米
諸
国
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
放
送
を
で
き
る
限
り
届

け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
放
送
の

計
画
立
案
段
階
で
は
、
 
N
H
K
の
交
渉
相
手
は
、
ど
う
し
て
も
メ
デ

イ
ア
先
進
国
で
あ
り
口
ー
マ
大
会
の
放
送
経
験
も
あ
る
欧
米
の
放
送

機
関
が
中
心
に
な
っ
た
。
非
欧
米
の
放
送
機
関
と
は
十
分
な
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
南
米
や
ア
フ
り
力
に
も

潜
在
的
な
放
送
取
材
希
望
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
放
送
権
は
N

B
C
1
に
一
括
し
て
譲
渡
し
て
し
ま
っ
た
。
非
欧
米
A
グ
ル
ー
プ
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
計
画
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
犠
牲
に
な
っ

て
い
た
と
い
ぇ
る
。

だ
が
、
 
N
H
K
に
は
、
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
開
催
す
る
日
本

の
放
送
機
関
と
し
て
の
自
負
が
あ
っ
た
。
当
時
の
N
H
K
は
、
 
A
B

U
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
自
ら
の
主
導
で
ア
ジ
ア
の
放
送
、
そ
し
て

世
界
の
放
送
網
を
組
織
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
に
お
い

て
最
も
些
旻
畠
な
経
験
を
も
つ
放
送
機
関
と
い
う
自
己
認
識
か
ら
、
ア

ジ
ア
の
新
興
国
の
放
送
開
始
を
支
援
す
る
た
め
に
専
門
家
を
派
遣
し

(
M
)

た
り
新
興
国
か
ら
の
研
修
員
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
を
背
景
に
、
 
N
H
K
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
放
送
で
も
、

ア
ジ
ア
向
け
番
組
を
計
画
し
、
フ
ィ
ル
ム
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
た
の
で
あ
る
。
国
際
通
信
社
等
へ
の
フ
ィ
ル
ム
・
サ
マ
リ
ー
の
配

信
や
N
B
C
1
へ
の
放
送
権
譲
渡
に
も
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
放
送
を

世
界
の
隅
々
(
非
欧
米
圈
)
に
ま
で
届
け
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
っ

た
だ
ろ
、
つ
。

一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
東
洋
で

元
)

初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
国
内
外
で
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
日

本
は
、
地
理
的
に
は
欧
米
で
は
な
い
が
、
欧
米
の
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
世
界
に

伝
え
る
た
め
の
先
進
N
欧
米
的
な
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
世
界

に
向
け
て
^
信
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
、
非
欧
米
諸
国
の

な
か
で
唯
一
、
欧
米
に
匹
敵
す
る
力
を
持
ち
う
る
こ
と
が
誇
示
で
き

る
。
東
洋
Π
非
欧
米
で
あ
り
な
が
ら
も
西
洋
・
欧
米
で
あ
る
と
い
う

二
重
意
識
の
も
と
で
、
東
洋
・
非
欧
米
の
「
メ
デ
ィ
ア
先
進
国
」
の

代
表
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
世
界
に
届
け
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い

と
い
う
意
識
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

世
界
が
一
つ
に
な
る
。
こ
れ
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
^
想
に
お
い
て
語
ら
れ
た
理
想
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で
あ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
そ
の
理
想
を
追
求
す
る
こ
と
は
、
敗
戦

に
ょ
り
失
墜
し
た
威
光
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、

現
実
に
は
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
国
際
情
報
秩
序
が
あ
り
、
そ
の
秩

序
の
範
囲
内
で
の
理
想
の
追
求
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

、
王

一
三
口(

1
)
日
本
放
送
協
会
放
送
世
論
調
査
所
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
(
日
本
放

送
協
会
放
送
世
需
査
所
、
一
九
六
七
年
)
、
五
十
嵐
惠
邦
『
敗
戦
の

記
憶
1
身
体
・
文
化
・
物
語
一
九
四
五
1
一
九
七
0
』
(
中
央
公
論
新

社
、
二
0
0
七
年
)
、
老
川
慶
喜
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
社
会
経
済

史
』
(
日
本
経
済
評
論
社
二
0
0
九
年
)
、
坂
田
謙
司
「
与
那
国
島

民
の
台
湾
テ
レ
ビ
電
波
に
ょ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
視
聴
の
意
味
考

察
1
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
巡
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
重
層
性
」
『
立
命
館

産
業
社
会
論
集
』
四
八
巻
二
号
(
二
0
 
三
年
九
月
)
三
1
三
七

頁

(
2
)
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
・
 
M
/
森
常
治
訳
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
』
(
み

す
ず
書
房
、
一
九
八
六
年
)
原
著
は
一
九
六
二
年
刊

(
3
)
 
0
仁
昂
ぐ
=
6
ず
、
冨
.
ゆ
一
 
N
-
:
↓
=
ゆ
 
n
-
0
ず
巴
乞
ゆ
審
巽
0
0
ヲ
 
n
0
曼
曾
,

如
曾
δ
ゆ
m
 
曾
住
ご
冨
誘
ミ
ゆ
m
 
ぢ
ヨ
売
金
0
語
=
旦
一
0
=
又
↓
ゆ
一
ゆ
ぐ
一
m
一
今

乞
ゆ
乏
m
、
、
{
=
⇔
N
三
如
曾
、
司
.
"
m
冒
牙
m
、
 
0
 
(
ゆ
五
m
.
)
、
へ
0
選
注
讐
註
.
§
§

暑
、
ら
一
.
詩
.
§
ミ
牙
0
三
一
ゆ
品
ゆ
、
一
拾
一
)
で
で
.
一
中
甲
N
一
の

(
4
)
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
は
八
力
国
で
始
ま
っ
た
が
、
一
九
六
四
年
に
は
一

ハ
カ
国
三
団
体
が
加
盟
し
て
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
四

力
国
で
発
足
一
九
六
四
年
に
は
七
力
国
と
な
っ
て
い
た
。

(
5
)
 
E
B
U
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
放
送
機
関
が
0
1
R
T
を
脱
退

し
て
一
九
五
0
年
に
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。

(
6
)
日
本
放
送
協
会
編
『
世
界
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
一
九
六
五
』
(
日

本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
六
五
年
)
二
五
三
1
二
六
0
頁

(
7
)
日
本
放
送
協
会
編
『
放
送
五
十
年
史
資
料
編
』
(
日
本
放
送
協
会
、

一
九
七
七
年
)
二
四
一
 
1
二
四
四
頁

(
8
)
「
全
世
界
を
一
つ
に
結
ぶ
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
」
『
調
査
情
報
』
二
号

(
一
九
五
八
年
八
月
下
旬
)
一
六
1
一
九
頁
、
「
海
外
放
送
だ
よ
り
」
『
調

査
情
報
』
五
号
(
一
九
六
三
年
四
月
)
二
五
頁

(
9
)
ロ
イ
・
ベ
ー
ル
「
世
界
に
開
く
窓
ー
ユ
ー
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
六
周
年
」
『
K

R
T
調
査
情
報
」
一
九
号
交
九
六
0
年
六
月
)
三
頁

(
四
前
掲
日
本
放
送
協
会
編
『
放
送
五
十
年
史
資
料
編
』
二
四
四
頁

(
Ⅱ
)
前
掲
日
本
放
送
協
会
編
『
世
界
の
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
一
九
六

五
』
三
1
五
頁
、
二
七
一
頁

(
蛇
)
 
n
長
ゆ
S
旦
罫
ゆ
一
巴
;
§
ミ
.
巳
中
↓

(
脇
)
一
九
五
六
年
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放
送
委
員
会
、

一
九
六
0
年
口
ー
マ
大
会
で
は
イ
タ
リ
ア
放
送
協
会
が
放
送
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
た
。

(
N
)
日
本
放
送
協
会
『
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
放
送
実
施
報

告
書
』
《
以
下
、
日
本
放
送
協
会
報
告
書
と
記
す
》
一
頁

(
妬
)
日
本
民
問
放
送
連
盟
編
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
の
巽
』
二

ー
ハ
頁
。
 
N
H
K
と
民
放
の
確
執
も
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
諸
外
国
向
け
の
放
送
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
行
う
た
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め
、
立
ち
入
ら
な
い
。

(
玲
)
 
N
H
K
が
外
国
放
送
機
関
か
ら
仮
受
け
し
た
放
送
権
料
(
五
億
七
八

0
0
万
円
)
は
、
実
費
(
一
億
六
五
0
0
万
円
)
を
引
い
て
、
組
織

委
員
会
に
支
払
わ
れ
た
。
日
本
国
内
の
放
送
権
料
は
、
当
初
は
、
民

放
か
ら
も
徴
収
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
民
放
と
の
協
議
の
結
果
、

N
H
K
が
全
額
負
担
し
、
一
億
八
0
0
0
万
円
が
組
織
委
員
会
に
支

払
わ
れ
た
。
(
「
第
四
八
回
衆
議
院
逓
信
委
員
会
会
議
録
第
八
号
」
(
昭

和
四
0
年
三
月
一
一
百
)
一
三
頁
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
編
前
掲
書

一
三
1
二
三
頁
)

(
Ⅱ
)
乏
曾
戸
仂
.
え
.
、
、
ン
弓
含
巳
X
 
δ
一
↓
=
ゆ
 
C
マ
昌
 
n
貫
ゆ
m
 
谷
住
↓
売
一
ゆ
.

S
m
一
倉
、
、
一
=
司
ヨ
巳
ヨ
四
一
.
国
.
ゆ
一
巴
.
(
血
住
m
.
)
、
譜
Q
へ
§
ミ
ミ
゛
＼
§

ミ
§
選
◎
§
ミ
ミ
゛
ミ
注
ミ
(
9
ゆ
曾
乏
0
0
住
勺
岳
誘
、
 
N
O
0
ど

ヤ
認
一
.
本
稿
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
組
織
委
員
会
編
『
第

一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
公
式
報
告
書
』
(
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
東

京
大
会
組
織
委
員
会
、
一
九
六
六
年
)
《
以
下
、
組
織
委
員
会
報
告
書

と
記
す
》
に
掲
載
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
を
参
照
し
た
(
六
七

一
 
1
六
八
一
頁
)
。
こ
れ
は
、
東
京
大
会
時
点
(
一
九
六
四
年
一
 
0
月
)

の
憲
章
を
組
織
委
員
会
が
和
訳
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
那
)
日
本
放
送
協
会
報
告
書
、
八
七
頁

(
W
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
七
六
頁

(
即
)
『
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
電
気
通
信
対
策
報
告
宝
昌
(
日

本
電
信
電
話
公
社
、
一
九
六
五
年
)
八
頁

(
幻
)
「
第
一
次
ア
ン
ケ
ー
ト
未
回
答
放
送
機
関
宛
書
簡
草
稿
」
(
一
九
六
三

年
二
月
八
日
)
署
モ
年
度
起
案
文
書
』
(
〒
さ
器
)
 
N
H
K
放
送
文

化
研
究
所
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
資
料
《
以
下
、
文
研
東
オ
資
料
と
記

す
》

(
器
)
前
掲
『
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
電
気
通
信
対
策
報
告
宝
昌

八
頁

(
器
)
「
ア
メ
リ
カ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
ア
ー
サ
ー
レ
ン
ツ
氏
宛
書
簡
」

[
和
訳
]
(
一
九
六
四
年
五
月
三
二
旦
『
N
B
C
関
係
通
信
文
』
(
〒

§
9
 
文
研
東
オ
資
料

(
浜
)
「
B
B
C
テ
レ
ビ
セ
ン
タ
ー
勺
.
 
U
一
ヨ
ヨ
又
片
よ
り
鵜
沢
七
郎
宛
書
簡
」

(
一
九
六
三
年
七
月
二
九
日
)
『
B
B
C
関
係
書
簡
』
(
9
]
竪
)
文
研

東
オ
資
料

(
舗
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
七
三
頁

(
部
)
 
E
B
U
に
ょ
っ
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
放
送
が
行
わ
れ
た

の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
エ
ー
ル
、
イ
タ
リ
ア
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ル
タ
、
モ
ナ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
エ

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、
ス
ィ
ス
、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
。
 
0
1
R
T
に
ょ
る
テ
レ
ビ
放
送
が
行
わ
れ
た
の
は
、
プ
ル

ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
東
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、

ソ
ビ
エ
ト
、
チ
エ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
。
 
A
B
C
に
ょ
る
テ
レ
ビ
放
送
が

行
わ
れ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
0

(
包
組
織
委
員
会
報
告
晝
四
一
 
0
頁

(
器
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
一
頁

西
)
計
画
の
初
期
段
階
で
は
、
放
送
時
問
と
は
関
係
な
く
放
送
権
料
を
算

出
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
O
 
N
H
K
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ

、
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ク
放
送
本
部
「
放
送
契
約
金
算
出
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
の
一

例
」
(
一
九
六
一
年
)
『
E
B
U
専
門
家
会
議
資
料
』
(
0
1
晶
一
9
 
文
研

東
オ
資
料

(
即
)
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
本
部
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
テ
レ
ビ

放
送
契
約
金
算
定
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
(
其
の
二
)
」
(
昭
和

王
七
年
八
月
八
貝
)
『
E
B
U
専
門
家
会
議
資
料
』
合
1
晶
]
9
 
文
研

東
オ
資
料

(
迅
「
ア
メ
リ
カ
三
大
ネ
ッ
ト
宛
第
二
次
ア
ン
ケ
ー
ト
手
紙
」
(
一
九
六
三

年
二
旦
三
旦
『
三
七
年
度
起
案
文
書
』
(
〒
岑
器
)
文
研
東
オ
資

料

(
噐
)
「
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
あ
て
回
答
に
つ
い
て
」
(
昭
和
三
七
年
八
月
一

七
日
)
=
モ
年
度
起
案
文
書
』
(
9
さ
器
)
文
研
東
オ
資
料

(
鈴
)
 
N
B
C
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
権
料
を
一
五
0
万
ド
ル
と
す
る

文
献
も
あ
る
が
(
例
え
ば
仂
一
N
§
一
.
、
、
↓
0
乏
0
 
一
中
念
、
、
、
一
=
劉
=
'

丑
ヨ
四
〕
.
両
.
含
 
N
-
.
(
ゆ
身
.
)
§
.
ミ
.
で
.
一
谷
.
)
、
 
N
H
K
と
N
B
C

の
放
送
契
約
書
で
は
、
-
 
0
0
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
 
N
H
K
は
、

国
会
の
逓
信
委
員
会
で
海
外
放
送
機
関
か
ら
の
放
送
権
料
の
総
額
を

五
億
七
八
0
0
万
円
(
約
一
六
0
万
五
0
0
0
ド
ル
)
と
報
告
し
て

お
り
、
 
N
B
C
か
ら
一
五
0
万
ド
ル
の
放
送
権
料
が
支
払
わ
れ
た
と

は
考
え
に
く
い
。
(
前
掲
「
第
四
八
回
衆
議
院
逓
信
委
員
会
会
議
録
第

八
号
」
一
三
頁
、
「
第
五
五
回
参
議
院
逓
信
委
員
会
会
議
録
第
七
号
」

(
昭
和
四
二
年
五
月
二
三
旦
四
頁
)

(
討
)
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
本
部
「
業
務
報
告
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
計
画

の
概
要
」
(
昭
和
三
九
年
九
月
一
五
日
)
一
七
頁
、
『
業
務
報
告
S
放

送
計
画
の
概
要
』
(
0
1
巨
e
 
文
研
東
オ
資
料

(
逝
放
送
権
は
大
会
終
了
後
三
0
日
ま
で
有
効
だ
っ
た
。

(
託
)
籾
山
「
世
界
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
用
記
事
送
付
に
つ
い
て
」

、ノ

(
昭
和
三
七
年
一
 
0
月
三
旦
考
モ
年
度
起
案
文
宝
昌
(
9
さ
器
)
、

「
B
B
C
へ
の
回
答
に
つ
い
て
」
(
昭
和
王
七
年
八
月
八
日
)
冥
モ
年

度
起
案
文
書
』
合
1
さ
器
)
、
前
掲
「
イ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
あ
て
回
答

に
つ
い
て
」
文
研
東
オ
資
料

(
釘
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
一
三
七
1
一
四
八
頁

(
謁
)
同
右

(
釣
)
組
織
委
員
会
報
告
晝
六
七
八
頁
。
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
条
件
で

あ
る
た
め
、
 
N
H
K
で
は
、
ロ
ー
マ
大
会
に
お
け
る
フ
ィ
ル
ム
・
サ

マ
リ
ー
の
使
用
条
件
を
確
認
し
て
い
る
。
「
放
送
要
員
認
定
に
関
す
る

組
織
委
員
会
の
見
解
に
つ
い
て
」
(
一
九
六
二
年
三
月
五
日
)
『
E
B

U
専
門
家
会
議
資
料
』
(
〒
艮
9
 
文
研
東
オ
資
料

(
卯
)
組
織
委
員
会
報
告
晝
四
三
頁
、
日
本
放
送
協
会
報
告
書
四
六
頁

(
U
)
「
ロ
バ
ー
ト
中
井
(
中
井
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
)
よ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放

送
実
施
本
部
宛
書
簡
」
[
和
訳
]
(
一
九
六
四
年
九
月
一
日
)
『
ア
ジ
ア

各
国
通
信
文
』
(
9
露
9
 
文
研
東
オ
資
料
。
 
C
B
S
は
米
三
大
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
、
 
1
T
N
は
ロ
ン
ド
ン
に
拠
点
を
置
く
テ
レ
ビ
会

社
で
厳
密
に
は
国
際
通
信
社
で
は
な
い
が
、
両
社
は
諸
外
国
向
け
映

像
配
信
事
業
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で
、
 
N
H
K
は
国
際
通
信
社
と
み

な
し
て
い
る
。
 
U
P
1
は
、
四
大
通
信
社
の
一
つ
、
 
V
1
S
は
、
 
B

B
C
、
ロ
イ
タ
】
通
信
、
カ
ナ
ダ
放
送
協
会
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
放

.

送
委
員
会
等
に
ょ
っ
て
一
九
五
七
年
に
設
立
さ
れ
た
映
像
ニ
ユ
ー
ス

80



配
信
通
信
社
0
 
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
キ
ン
グ
「
ビ
ス
ニ
ユ
ー
ス
と
U
P
1

T
N
」
(
ジ
ム
.
り
ク
ス
タ
ッ
ト
"
マ
イ
ケ
ル
・
 
H
 
・
ア
ン
ダ
ー
ス
ン

編
/
堀
川
敏
雄
訳
・
監
修
『
国
際
報
道
の
危
機
(
下
)
』
(
一
九
八
四

年
、
新
聞
通
信
調
査
会
)
所
収
九
五
1
三
八
頁
を
姦
。

(
g
 
番
組
実
施
本
部
国
外
中
継
部
「
海
外
フ
ィ
ル
ム
サ
マ
リ
ー
に
つ
い
て

の
方
針
案
」
(
三
九
年
三
月
一
日
)
『
放
送
計
画
・
関
連
資
料
』
(
0
1
一
念
]
)

文
研
東
オ
資
料

(
心
)
「
副
班
長
会
議
事
録
」
(
六
月
二
五
日
)
『
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
放
送
資
料
②
』

合
1
]
§
)
文
研
東
オ
資
料

(
U
)
前
掲
「
ロ
バ
ー
ト
中
井
(
中
井
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
)
よ
り
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
放
送
実
施
本
部
宛
書
簡
」

(
'
)
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
を
購
入
し
た
の
は
、
台
湾
テ
レ
ビ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
営
放
送
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
テ

レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ボ
リ
ナ
オ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
、

ラ
ジ
オ
.
ミ
ン
ダ
ナ
オ
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
、
韓
国
広
報
部
、
在
韓
ア
メ

り
力
軍
放
送
カ
イ
ロ
国
営
放
送
(
ア
ラ
ブ
連
△
巳

(
妬
)
「
ア
ジ
ア
向
け
フ
ィ
ル
ム
番
組
の
作
成
方
針
案
」
(
作
成
日
不
明
[
一

九
六
四
年
春
?
]
)
『
放
送
計
画
・
関
連
資
料
』
(
〒
一
念
一
)
文
研
東
オ

資
料

(
g
 
同
右

(
娼
)
二
0
分
番
組
で
一
日
七
0
ド
ル
、
 
A
B
U
加
盟
機
関
に
対
し
て
の
み

提
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

(
四
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
三
六
頁

(
弱
)
「
松
井
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
企
画
本
部
長
宛
電
信
」
(
一
九
六
王
年
七
月
二

四
日
)
『
国
外
文
皇
昌
(
9
]
§
文
研
東
オ
資
料

(
矼
)
「
第
一
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
契
約
圭
白
」

『
N
B
C
契
約
経
過
と
契
約
関
係
書
類
』
(
〒
語
e
 
文
研
東
オ
資
料

(
兇
)
「
N
H
K
松
井
一
郎
宛
N
B
C
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
長
書
簡
」
[
和

訳
]
(
一
九
六
四
年
二
旦
二
日
)
『
N
B
C
関
係
通
信
文
』
(
〒
§
9

文
研
東
オ
資
料

(
郭
)
「
N
B
C
イ
ン
タ
ー
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
長
宛
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
放
送
実

施
本
部
長
松
井
一
郎
書
簡
」
[
和
訳
]
(
一
九
六
四
年
四
月
二
五
日
)
『
N

B
C
関
係
通
信
文
』
(
0
1
]
§
文
研
東
オ
資
料

(
乳
)
「
N
H
K
松
井
一
郎
宛
N
B
C
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
一
.
三
ズ
一
ゆ
冒

書
簡
」
(
一
九
六
四
年
八
旦
二
日
)
『
N
B
C
関
係
通
信
文
』
(
〒
一
§

文
研
東
オ
資
料

(
郭
)
前
掲
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
本
部
「
業
務
報
告
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
放
送

計
画
の
概
要
」
七
頁

(
驗
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
付
表
(
海
9
〒
一
)

(
郭
)
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
委
員
長
宛
北
口
ー
デ
シ
ア
・
テ
レ
ビ
ジ

ヨ
ン
放
送
ヤ
.
冨
.
刈
0
兇
易
書
簡
」
(
一
九
六
四
年
四
月
三
日
)
『
ア

フ
り
力
書
簡
』
(
0
1
]
§
1
(
一
)
)
文
研
東
オ
資
料

(
認
)
「
北
口
ー
デ
シ
ア
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
勺
.
ミ
.
刈
0
兇
誘
宛
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
放
送
本
部
国
際
部
松
井
一
郎
書
簡
」
(
一
九
六
四
年
六
月

一
九
日
)
『
ア
フ
り
力
書
簡
』
(
〒
露
今
(
一
)
)
文
研
東
オ
資
料

翁
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
付
表
(
海
9
〒
一
)

(
釦
)
「
国
際
観
光
振
興
会
理
事
久
田
富
治
よ
り
日
本
放
送
協
会
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
放
送
実
施
本
部
長
前
田
義
徳
宛
書
簡
」
(
一
九
六
四
年
五
月
二
九
日
)
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『
国
外
文
量
旦
(
9
]
尾
)
文
研
東
オ
資
料

(
包
国
際
本
部
渉
外
部
「
国
際
観
光
振
興
会
か
ら
の
問
合
わ
せ
に
つ
い
て
」

(
昭
和
三
九
年
五
月
二
九
日
)
『
国
外
文
書
』
(
0
1
さ
器
)

(
能
)
日
本
放
送
協
会
報
告
晝
付
表
(
海
呂
1
一
)
文
研
東
オ
資
料

(
飴
)
「
外
務
省
情
報
文
化
局
長
よ
り
日
本
放
送
協
会
会
長
宛
書
簡
」
(
一
九

六
四
年
八
月
一
八
日
)
『
ア
ジ
ア
通
信
文
宝
昌
(
9
昆
謬
)
文
研
東
オ

資
料

函
)
「
日
本
放
送
協
会
よ
り
外
務
省
情
報
文
化
局
長
宛
書
簡
」
(
一
九
六
四

年
八
月
二
六
日
)
『
ア
ジ
ア
通
信
文
書
』
(
〒
晶
這
)
文
研
東
オ
資
料

(
備
)
日
本
放
送
協
会
報
告
書
、
付
表
(
海
9
⇔
1
一
)

(
硲
)
「
松
井
一
郎
宛
マ
イ
ケ
ル
・
タ
イ
プ
書
簡
」
(
一
九
六
王
年
一
 
0
月
二

五
日
)
『
ケ
ニ
ア
通
信
文
書
』
(
〒
露
色
文
研
東
オ
資
料

(
釘
)
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
ニ
ユ
ー
ス
サ
マ
リ
ー
の
件
」
(
一
九
六
四
年

九
月
五
日
)
『
ケ
ニ
ア
通
信
文
圭
昌
(
9
一
§
)
文
研
東
オ
資
料

(
聞
)
日
本
放
送
協
会
報
告
書
、
付
表
(
海
;
一
)

(
四
「
N
H
K
坂
本
宏
宛
ヌ
=
.
↓
君
ゆ
書
簡
」
(
一
九
六
四
年
三
月
二
四

日
)
『
ケ
ニ
ア
通
信
文
書
』
(
〒
露
色
文
研
東
オ
資
料

元
)
「
東
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
放
送
総
支
配
人
よ
り
N
H
K
理
事
宛
書
簡
」
(
一

九
六
三
年
三
月
一
六
日
)
『
ア
フ
り
力
書
簡
』
(
0
1
晶
ゞ
1
(
一
)
)
文

研
東
オ
資
料

(
n
)
「
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
放
送
協
会
番
組
編
成
部
長
代
理
K
冒
冨
 
0
-
=
ヨ
三
ゆ

よ
り
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
放
送
実
施
総
本
部
宛
書
簡
」
(
一
九
六
四
年
四
月

一
六
日
)
『
ア
フ
り
力
書
簡
』
 
6
1
]
§
人
N
)
)
文
研
東
オ
資
料

(
π
)
日
本
放
送
協
会
報
告
書
、
付
表
(
海
号
山
)

(
乃
)
「
コ
ー
ト
ジ
ポ
ワ
ー
ル
国
営
放
送
ズ
0
長
ヨ
Φ
霞
住
よ
り
N
H
K
松
井

一
郎
宛
書
簡
」
[
和
訳
]
(
一
九
六
四
年
四
月
八
日
)
『
ア
フ
り
力
書
簡
』

(
〒
一
§
1
(
一
)
)
文
研
東
オ
資
料

五
)
「
新
興
諸
国
に
お
け
る
放
送
事
業
に
対
す
る
協
力
活
動
に
つ
い
て
」
(
昭

和
三
七
年
八
月
)
ヲ
モ
年
度
起
案
文
書
』
合
1
岑
器
)
文
研
東
オ
資

(
乃
)
「
ア
ジ
ア
」
も
「
東
洋
」
も
、
地
理
的
に
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
が
暖

昧
な
概
念
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
欧
米
に
と
っ
て
の
「
他
者
」
を

意
味
す
る
概
念
で
あ
る
。
「
ア
ジ
ア
で
初
め
て
」
と
い
う
表
現
は
、
日

本
放
送
協
会
報
告
書
を
は
じ
め
、
当
時
の
文
き
日
・
新
聞
記
事
に
頻
繁

に
登
場
す
る
。
「
東
洋
初
」
は
「
ア
ジ
ア
初
」
と
比
べ
る
と
少
な
い
か
、

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
東
京
招
致
の
演
説
(
「
西
洋
の
皆
さ
ん
ど
う
か
東
の
若

人
に
会
っ
て
下
さ
い
」
屍
売
新
聞
』
一
九
五
九
年
五
月
二
六
日
朝

刊
]
)
、
大
会
開
会
式
に
お
け
る
1
O
C
委
員
長
祝
辞
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会
は
全
世
界
の
も
の
で
あ
る
証
左
と
し
て
、
つ
い
に
こ
こ
東
洋

で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
」
[
組
織
委
員
会
報
告
書
、
ニ
ニ
六

頁
]
)
な
ど
に
み
ら
れ
た
。

〔
付
記
〕
本
研
究
に
あ
た
っ
て
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
よ
り
貴
重
な
資
料

を
閲
覧
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
閲
覧
の
際
に
は
学

習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
専
攻
に
も
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

、

料
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